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1 まえがき

高負荷な処理を低遅延で処理するために，高機能な
サーバを無線ネットワークのエッジ（基地局等）に配置
して，演算処理を行うモバイルエッジコンピューティン
グ (MEC)が注目されている [1]．既存のセルラーネット
ワークにMEC機能を導入した場合，低遅延なタスク処
理を要求するMEC利用ユーザ（MECユーザ）と高ス
ループットを要求する既存ユーザ（LEGACY ユーザ）
間で効率的に無線リソースを共有する必要がある．本研
究では 2 種類のユーザが混在する環境での無線・計算
リソースにおける効率的なスケジューリング手法を検討
する．

2 システムモデル

LEGACY・MECユーザが存在するマルチユーザMEC-

セルラーシステムを想定する．基地局 (BS)は利用可能
なN 個のRB(Resource Block)をスケジューラに基づい
て各ユーザへと割り当てる．MECサーバはFMEC [CPU

cycle/s]の計算能力を有しているものとし，MECユーザ
は固有のタスクタイプ A [CPUcycle/bit]をもつサイズ
D [bit]の計算タスクを保有し，無線チャネルを用いて
MECへオフロードを行う．ここで BSはタスクとチャ
ネル状態の完全な情報を保持していると仮定する．また,

フレーム構成は [2]で規定される LTE TDDのフレーム
構成を想定する．

3 タスク遅延優先ユーザスケジューリング

本研究ではMEC利用ユーザのタスク遅延制約を満た
しつつ，LEGACYユーザが高いスループットを得られ
るリソース割り当てを目的としたスケジューリング手法
を提案し，従来手法との比較を行う．提案手法では従来
手法で考慮されていた遅延量に加えて，タスクの送受信
にかかる遅延量及びMECでのタスク処理遅延量を考慮
する．本研究で検討するメトリックは次式で与えられる．
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ここで，Kはユーザ集合，Rk(t)は第Kユーザの瞬時ス
ループット，Ck(t)はユーザ kの平均スループット．MEC

ユーザは，τ を最大遅延許容量，dkを現在のタスク遅延
量，TUL

k をタスクの送信時間，TMEC
k がMECでのタス

ク処理時間とし,LEGACYユーザの場合０とする．

図 1: スケジューリング
ユーザの平均スループット

図 2: 全生成タスクにおけ
るタスク処理完了の割合

4 計算機シミュレーション
従来手法である RR(Round Robin),PF(Proportional

Fair) スケジューリング [3] と比較を行う．LEGACY・
MECユーザ数をK = {50, 150, 250}とし，1 × 1[km2]

の範囲にランダムに分布するものとする．サブフレーム
長を T = 1 [msec]とし，各MECユーザのデータサイズ，
タスクタイプ，最大遅延容量はそれぞれ Du = {1, 2,…
, 10}[Mbits]，Au = {5, 6, ..., 15} × 102[CPUcycle/bit]，
τk = {0.01, 0.05, 0.1}[s] の中からランダムに選択され
るとする．トラフィックモデルは LEGACY ユーザが
フルバッファ，MEC ユーザがタスク生成強度 λ = 10

[packet/sec]のポアソン過程に従うとする．チャネルモデ
ルはパスロス，時変動のフェージングおよびシャドウイン
グを考慮する.図１はスケジューリングされたLEGACY・
MECユーザの平均スループット，図２は全タスクにお
ける処理完了タスクの割合を示す．図１と図２から提案
手法は，RRと PFスケジューリングと比較してユーザ
のスループットを高く保ちながら，生成タスクを高い割
合で処理することが示された．

5 まとめ
本稿では２種類ユーザの混在環境での各要求を満た
すユーザスケジューリング手法を提案した．シミュレー
ション結果より提案手法はタスク処理を考慮しつつ，ス
ループットの向上が可能であることが確認された．
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